
ス、4時間以内オンサイトサービスなどの

導入後サービスを組み合わせた保守サー

ビスを導入した。

「設置にしてもシャットダウン機能の設

定にしても、サーバ（OS）の特質に合わせ

てわれわれが行おうとすれば、かなりの手

間とコストがかかる。本来の業務であるネ

ットワークオペレーション以外で作業負荷

がかかることは避けたい」（星氏）。設置作

業から24時間のサポートまで、すべて

APCで対応するため、社員の負荷を軽減

するとともに安心感を得ることができたわ

けだ。

る機能をメインとするツールだ。

同社では、古いバージョンのOSを使用

しているUNIXサーバに対しては、最大8台

までのサーバをコントロールできるShare-

UPS 8-Port Interface Expanderを利用

してシリアル接続したサーバの一斉シャッ

トダウンを実行。また、PowerChute

network shutdownが対応するOSバージ

ョンのサーバに対しては、Symmetraに標

準装備されているNetwork Management

Card EXからネットワーク経由で障害時の

シャットダウンを実現している。

東京通信ネットワーク（以下、TTNet）は

首都圏をサービスエリアとし、総延長7万

6,000kmにおよぶ光ファイバ網を構築し、

ビジネス向けに高品質なエンド・ツー・エ

ンドのサービスを提供してきた。企業向け

の専用線サービスや電話サービスに加

え、コンシューマ向けの電話サービスであ

る東京電話、さらにインターネット接続サ

ービスの東京電話インターネットなどの事

業を拡大してきた。

こうしたTTNetの通信事業を支えている

のが、首都圏に張り巡らされた光ファイバ

によるネットワークだ。電話サービスはも

ちろんのこと、銀行や放送事業者などを

顧客とする企業向けのデータ通信サービ

スも、水道や電気のように止まることが許

されない社会インフラである。したがって、

基幹網はさまざまな冗長性を持たせるとと

もに、24時間365日、休むことなくネットワ

ークを監視し、障害を未然に防ぐ方策を

とり、万一障害が発生しても迅速に復旧

する手段を講じる必要がある。

同社の光ネットワークには、首都圏の

400数十ヵ所にある通信センターが基点

になっている。その通信センター内に設

置された光伝送機器や中継器などネット

ワーク機器の数百万ポジションに及ぶ運

転情報が、すべてネットワーク管理システ

ム（NMS）に集約され、本社のネットワー

クオペレーションセンターで回線状態を監

視している。「ネットワーク機器の運転状況

やサービスごとの回線状態、あるいは障

害が起きたときに、その回線にどういう影

響を与えたか、どれだけのユーザに影響

を与えたか、それが瞬断なのかエラーな

のかなど、あらゆるネットワーク情報の監

視と制御をリアルタイムに行うことが、オ

ペレーションセンターの重要な業務です」

（ネットワークオペレーションセンター監視

システムグループ グループマネージャー

星英夫氏）。

そのため、全ての情報を集約するネット

ワーク管理システムも、24時間365日停止

することなく稼動しつづけることが必須で

ある。TTNetはこれまで1ヵ所にサーバ群

を集中してNMSを稼働させてきたが、広

域災害が起こったときに同時被災を避け

るため、サブセンターを別の場所に設置し

た。そのNMS情報を集約するサーバ群や

ネットワーク機器の電源バックアップのた

めに導入されたのが、冗長型オンライン

UPS「Symmetra Power Array」だ。

ユーザー企業：東京通信ネットワーク株式会社

企業のデータ通信や電話サービスを提供する東京通信ネットワーク（TTNet）。

基幹ネットワークである光ファイバ網を確実に維持していくためには、そのネットワ

ーク管理システムにも24時間365日稼働可能な高い可用性が求められる。

高可用性を維持する対策の一つとしてUPSによる電源のバックアップがあるが、

大型のUPSを導入するには設置作業、状態監視、定期保守など様々な作業が

必要であり、メイン業務となる光ファイバ網の管理の他にUPS運用に

付随する業務が発生する。

そこで今回UPSと同時にAPCグローバルサービスという保守サービスを導入した。

24時間365日の連続運用が必須の
ネットワーク管理システム

24時間365日の連続運用が必須の
ネットワーク管理システム

NMSが稼働するシステムは、20数台の

UNIXサーバと通信センターとのデータ通

信を担うネットワーク機器で構成されてい

る。サブセンターは、東京電力の首都圏変

電所内の通信センターに置かれ、無人で

稼働している。そのためUPS自体の信頼

性が高く、本社のネットワークオペレーシ

ョンセンターからすべて遠隔で監視・制御

できることが条件。また、電源に障害が発

生した場合も、確実にサーバを自動シャッ

トダウンでき、かつ速やかにリブートでき

る必要がある。

「さまざまなメーカのUPSを比較検討し

たが、UPS自体が1台で冗長性を持ってお

り信頼性が高く、かつ20数台のサーバ群

をネットワーク経由でシャットダウン/リブ

ートできる機 能を備えた 製 品 は、

Symmetra以外になかった」（星氏）と、機

種選定の動機を語る。また、通信センター

は光ファイバ網の伝送機器や交換機が多

数設置されているためCVCF*1を設置する

スペース的な余裕がなく、小型・高性能で

30kVA程度をカバーできるUPSが必要だ

ったこともSymmetra選択の理由の1つで

ある。

Symmetraの冗長構造と
一斉シャットダウン機能を評価
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Symmetraには、UPSをコントロールす

る頭脳部分のインテリジェンスモジュール

が2基搭載されており、1基に障害が起きて

も予備のモジュールが作動することで、連

続運用が可能である。また、4kVA単位の

バッテリモジュールとパワーモジュールをそ

れぞれ最大4基まで実装でき、1台で

16kVAの容量をカバーする。*2Symmetra

の最大の特長はN+1の冗長構成を実現す

るそのアーキテクチャで、各パワーモジュ

ールが負荷容量を常に分担することで、単

一モジュールに障害が発生した際にも連続

稼動を行うことが可能なのである。TTNet

は、16kVAでN+1の冗長構成にした

Symmetraを2台導入し、20数台のサーバ

とルータなどのネットワーク機器をバック

アップしている。

「信頼性が高い上に、すべてがモジュー

ル単位で構成されているため、障害モジュ

ールを交換する際に、稼働状態で容易に

メンテナンスできる点もありがたい」（星氏）

と、運用性についても評価している。

シャットダウン機能によって
電源障害から迅速に復旧
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星氏が高い評価をしたシャットダウン機

能だが、TTNetではAPCの電源管理ソフト

ウェアPowerChute plusとPower Chute

network shutdownも併せて導入してい

る。PowerChute plusはシリアル接続で

電源やUPSの管理を行うソフトウェアであ

り、スケジュールまたは、電源障害のイベ

ントに応じてOSやUPSの自動シャットダウ

ンやリブートを実行する機能がある。また、

PowerChute network shutdownは、文

字通りネットワーク経由で複数のサーバの

アプリケーションやOSをシャットダウンす

インストールから導入後の
サポートまでAPCで対応
インストールから導入後の
サポートまでAPCで対応

TTNetはSymmetra導入に際して、APC

が提供する「APCグローバルサービス

（AGS）」という保守サービスを利用した。

このサービスは導入時サービスと導入後

サービスに大別されている。導入時サー

ビスではUPSのセットアップなどを行うス

タートアップサービスやネットワークカード

やソフトウェアのインストールや設定を行

うネットワークインテグレーションサービス

を提供。また導入後サービスでは24時間

の電話サポートやAPC指定のエンジニア

によるオンサイトサービスなどを提供して

いる。同社では、導入前サービスと3年間

の24時間電話サポート、オンサイトサービ

東京通信ネットワーク株式会社
設備本部ネットワークオペレーションセンター
監視システムグループ グループマネージャー

星 英夫 氏
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Unixサーバ群をバックアップするSymmetraと現場
担当のTTNet関氏
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*1CVCF：Constant Voltage Constant Frequency（定電
圧・定周波数）電源装置。ここでは大型のUPSの意。

*2冗長構成時のパワーモジュールは最大5基まで搭載可能。


